





















































Movement of a Badminton Shuttle Immediately after Impact 
– Comparison Between Feather Shuttle and Nylon Shuttle in Smash –



























































シャトルスカート径 D （mm） 66 66
シャトル長さ H （mm） 89 87
コルク直径 C （mm） 26.5 26.5
コルク長さ L （mm） 26 24





















































て、subj Mおよび subj Fの（A）水鳥シャトル、
（B）ナイロンシャトル別に、それぞれ2～4試行
の平均値で示した。シャトルスピードの最大値








































ルで46～48mmであった。Subj Mと subj Fの間
に顕著な差は見られなかった。
（ 4）考察
　被験者Mのラケットスピードは約50m/s、ま
た被験者Fのラケットスピードは約44m/sで、
10％以上の差が認められ、それが打球後のシャ
トルスピードの差にも反映されていた。一方、
インパクト後のシャトル角度およびシャトルス
カート径の変化の傾向やその値には、両被験者
間で顕著な差が認められなかった。水鳥シャト
ルとナイロンシャトルの間でこれらの変量の変
化の傾向や値には大きな差異が認められ、この
差はシャトル本来の性質によるものと考えられ
た。
　対象とした全ての試行において、ストリング
ス面はシャトルのコルク部ではなく羽（スカー
ト）の部分に先に衝突していた。質量やサイズ、
全体の形状、そしてコルク部の形状や材質には
両シャトル間で大きな差が認められないことか
ら、インパクト直後の飛行特性の違いは主とし
てスカート部の材質の違いによるものと考えら
れる。
　ストリングス面との接触中に、水鳥シャトル
でスカート径の最小値は25mm～35mmである
のに対して、ナイロンシャトルのスカート径は
最小で9mm～18mmであり、スカート部は一旦
ほぼ完全につぶれるものと思われる。そしてラ
ケットから離れた後、水鳥シャトルではスカー
ト径が元の値に戻りその後もほぼ一定の値を維
持するのに対して、ナイロンシャトルでは増減
図 3：インパクト前後のシャトルスピード（上）、
シャトル角度（中）、およびシャトルスカー
ト径（下）の変化　（M,F：被験者、A,B：
シャトル）
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を繰り返す傾向が認められた。すなわち、ナイ
ロンシャトルのスカート部は全体として水鳥
シャトルのそれに比べ、柔らかい傾向がある
と考えられる。本研究のサンプリング周波数
（1000Hz）では、両シャトルのストリングス面
との接触時間の違いを明らかにすることはでき
なかったが、ナイロンシャトルではやや長い傾
向にあるかもしれない。
　また、ストリングス面を離れた後、シャトル
上向き角度の最大値は水鳥シャトルで19度～26
度程度であったのに対して、ナイロンシャトル
では56度～57度程度、あるいはそれ以上と、大
きな差が認められた。ナイロンシャトルは、側
面（スカート部）を見せながら対戦相手に向かっ
て飛んでいく瞬間があることになる。スピード
が十分に速い場合には、ナイロンシャトルの柔
らかいスカート部はすぼまって空気抵抗が小さ
くなる傾向があるかもしれない。一方、例え短
時間とはいえシャトルの側面の方向に飛ぶこと
は、空気抵抗の増大につながると考えられる。
このようなことによって、ナイロンシャトルと
水鳥シャトルのスマッシュにおける減速率には
結果的に大きな差が認められないのかもしれな
い。
　水鳥シャトルに比べナイロンシャトル使用時
の打球感の違いの一因は、打球後のシャトルス
カート部のすぼまり方やシャトル角度の違いで
あり、さらにそれはスカート部の剛性の違いに
よっているものと考えられる。しかしながら、
バドミントンにはスマッシュだけではなく、ク
リア、ドロップ、ドライブ、へアピン（ネット
ショット）など、多種多様なショットがあり、
それぞれ全く異なるラケットスピードやラケッ
ト角度によって打球される。他のショットにつ
いても検討される必要があるだろう。
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